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５
月
24
日
㈮
、
高
山
中
学
校
に
お
い
て
３
年

生
を
対
象
に
、
高
齢
者
疑
似
、
ア
イ
マ
ス
ク
、

車
い
す
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
疑
似
体
験
で
は
、
関
節
の
動
き
を
制

限
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
視
界
が
悪
く
な
る
“
す

り
ガ
ラ
ス
”
の
よ
う
な
メ
ガ
ネ
、
指
先
の
感
覚

を
鈍
ら
せ
る
手
袋
や
体
と
手
足
に
お
も
り
を
付

け
、
そ
の
状
態
で
階
段
歩
行
や
財
布
の
お
金
を

数
え
る
な
ど
の
日
常
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、
手
足
が
重
く
思
う
よ
う
に
動

け
な
い
。
財
布
か
ら
お
金
を
取
り
出
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
数
え
た
り
す
る
こ
と
が
う

ま
く
出
来
な
い
。
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
高
齢

者
の
気
持
ち
が
理
解
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け

た
瞬
間
真
っ
暗
闇
の
世
界
で
、
１
人
で
は
動
く

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
白
杖
を
持
た
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
介
助
役
の
生
徒
に
誘
導
し
て
も
ら

い
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

何
も
見
え
な
く
な
る
と
恐
怖
で
動
け
な
い
。

見
え
な
い
人
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
。
ア
イ
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
人
の
身
に
な
っ
て
情
報
を
伝

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
誘
導
す
る
人
の

責
任
を
感
じ
た
。な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

車
い
す
体
験
で
は
、坂
道
や
砂
利
道
、ス
ロ
ー

プ
や
段
差
な
ど
を
取
り
入
れ
た
コ
ー
ス
を
、
乗

る
人
と
介
助
す
る
人
が
交
替
し
な
が
ら
２
人
一

組
で
体
験
し
ま
し
た
。

　

乗
っ
て
い
る
人
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
、

次
に
行
う
動
作
の
声
掛
け
を
し
な
が
ら
介
助
す

る
こ
と
が
大
切
。な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

身
を
以
っ
て
福
祉
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
お

互
い
の
立
場
や
気
持
ち
を
尊
重
し
、
相
手
の
身

に
な
っ
て
考
え
接
す
る
、
思
い
や
り
の
心
が
中

学
生
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

動きを制限する用具を装着し、高齢者の不自由な体を体験

手袋をはめ左手で文字書き

福祉について説明を受ける生徒たち

手袋をはめた左手で豆運び 重りとサポーターを装着曲げにくい膝で階段登り

中学生が福祉体験学習

社協だよりは、赤い羽根共同募金の
配分金で発行されています。
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　令和元年度第１回理事会及び定時評議員会において、
平成30年度事業報告、一般会計資金収支決算が審議さ
れ、原案どおり承認されました。
　平成30年度の収入総額は3億 1,618 万 2千円で、
前年度に比べて1,020万 2千円の増となりました。
　一方、支出総額は2億 365万４千円で、前年度に比
べて1,985万円の増となっております。
　今後も「誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続け
るために」利用者の立場に立ち、満足の得られる地域福
祉サービスに努めてまいります。

平成 30 年度 社協収支決算の概要

会費
2,158

就労支援
1,529障がい福祉

19,881

介護保険
115,426繰越金

122,176

繰入金
28,977

寄付金収入
55 補助金 9,801

受託金 12,921
貸付事業 177
事業収入 2,350

その他
387

負担金 344

収 入
316,182

収入の状況

支出の状況
（単位：千円）

法人運営
28,207

地域福祉
3,872

居宅介護支援
24,186

訪問介護等
16,383

通所介護
93,750

支 出
203,654

◆就労継続支援B型事業所
◆フラワーセンター一般就労が困難な方を対象に、

働く場を提供し、知識及び能力
向上の訓練を実施しました。
・年間開所日………………242日
・利用延べ人数…………2,026人

Ｂ型通所者及び共同作業所
の就労訓練の場として花鉢
等を栽培し販売するほか、
村内の花いっぱい運動事業
へ苗を供給しました。

12,295鉢販売

◆通所介護事業
デイサービスセンターにおいて、送迎
により、入浴、機能訓練、レクリエーショ
ン、食事等のサービスを提供しました。
・年間稼働日数…………………… 308日
・利用延べ人数
　　介護保険…………………7,929人
　　障がい自立支援…………… 323人

高齢者センター
10,286

総合事業
8,971

◆法人運営事業
社協の適正運営及び組織体制の充実
を図るとともに、職員の専門性を活
かし、資質向上に努めました。

ケアマネジャーが利用者や介護家族の状
況、希望を総合調整し、適切な介護サー
ビス計画（ケアプラン）を作成し、在宅
介護を支援しました。
・ケアプラン作成件数………… 1,699件
・障がいサービス計画作成件数……74件

◆訪問介護事業

◆総合事業

ホームへルパーが利用者宅を訪
問し、身体介護及び生活援助の
サービスを提供しました。
・年間提供日数………… 365日
・利用回数　
　　介護保険……… 3,527回
　　障がい自立支援……… 661回
・軽度生活支援………… 298回

高齢者交流センター「松の湯荘」
において、送迎により運動、レ
クリエーション、入浴・食事等
のサービスを提供しました。
・開所日………………… 253日
・利用延べ人数……… 2,206人

◆居宅介護支援事業・相談支援事業

村内の高齢者の皆さんに交流
や入浴等のため施設を利用し
て頂きました。
・高齢者センター
　　開所日………… 348日
　　利用延べ人数… … 11,219人
　（7月～9月熱中症対策により

無料開放）
・松の湯荘
　　利用延べ人数… … 2,204人

◆高齢者福祉センター
管理運営事業

就労継続
支援 B 型
12,802

フラワーセンター
5,197

・ボランティア育成支援
・サロン事業支援
・在宅介護リフレッシュ
・心身障がい者希望の旅
・独り暮らし高齢者ふれあいの旅
・ひとり親家庭交流会
・金銭管理、財産保全サービス
・福祉団体育成
・福祉輸送サービス
・結婚相談
・くらしの資金、生活福祉資金貸付

など

◆地域福祉推進事業

（単位：千円）
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７
月
４
日

㈭
、
チ
ャ
オ

ル
に
お
い
て
子

育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す

る
親
子
の
皆
さ

ん
に
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
女

性
部
及
び
更
生

保
護
女
性
会
の

み
な
さ
ん
と
、

世
代
を
超
え
て

交
流
を
し
て
頂
こ
う
と
、「
作
っ
て

遊
ぼ
う
七
夕
飾
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

一
足
先
に
会
場
入
り
し
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
世
代
の
皆
さ
ん
は
、
笹

飾
り
の
作
り
方
を
教
え
る
た
め
に

事
前
練
習
。
念
入
り
に
準
備
を
進

め
て
い
ま
し
た
。

　

開
始
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
各

テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
親
子
の
皆
さ

ん
と
作
業
開
始
。
色
々
な
飾
り
の

作
り
方
を
教
え
た
り
一
緒
に
作
っ

た
り
、
飽
き
て
し
ま
っ
た
子
ど
も

の
面
倒
を
見
た
り
と
大
活
躍
。
出

来
上
が
っ
た
飾
り
を
笹
の
枝
に
手

伝
っ
て
付
け
た
後
、
お
母
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
で
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
を

全
員
で
合
唱
し
、

見
事
に
完
成
し
た

笹
飾
り
を
、
嬉
し

そ
う
に
親
子
の
皆

さ
ん
が
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

　

今
年
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
、
飯

山
市
文
化
交
流
館
「
な
ち
ゅ
ら
」
を

メ
イ
ン
会
場
に
、
①
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

ヒ
ラ
ノ
監
修
に
よ
る
「
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
作
り
」、
②
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
飯
山
“
珍
”
名
所

め
ぐ
り
」、
③
「
手
す
き
和
紙
と
彫

金
体
験
」
の
３
コ
ー
ス
を
設
定
。
各

コ
ー
ス
を
１
時
間
半
ほ
ど
体
験
し

　

首
都
圏
の
女
性
を
招
い
て
長
野

県
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

長
野
圏
域
８
市
町
村（
高
山
村
、
須

坂
市
、信
濃
町
、飯
綱
町
、長
野
市
、

小
川
村
、
千
曲
市
、
坂
城
町
）在
住

の
男
性
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
自
然

豊
か
な
土
地
に
移

り
住
む
き
っ
か
け

に
し
よ
う
と
、
今

年
初
め
て
、
８
市

町
村
が
協
力
し
て

婚
活
ツ
ア
ー
を
実 バナナボート作り

景色が出会いを演出

北
信
７
市
町
村
社
協
主
催
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

長
野
市
を
中
心
と
し
た
８
市
町
村
合
同
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
ii
出
会
い
in
北
信
州 

な
ち
ゅ
ら
る
コ
ン
」
を

開
催
し
ま
す

「
移
住
婚
活
ツ
ア
ー
」
を
村
内
で
開
催
し
ま
す

て
男
女
間
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
所

で
、
全
員
「
な
ち
ゅ
ら
」
に
集
合
し
、

パ
ー
テ
ィ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。
他
の

２
コ
ー
ス
の
異
性
と
も
交
流
で
き

ま
す
。

　

さ
あ
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

９
月
29
日 

㈰

時　

間

　

各
コ
ー
ス　

13
時
00
分
～
17
時
30
分

集
合
場
所

　

飯
山
市
文
化
交
流
館「
な
ち
ゅ
ら
」

募
集
定
員

　

①
コ
ー
ス　
　

男
女
各
20
名

　

②
③
コ
ー
ス　

男
女
各
15
名

施
し
ま
す
。

　

初
日
は
、
須

坂
市
で
、
男
女

が
合
流
し
ア

イ
ス
ブ
レ
イ

ク
（
参
加
者
同

士
を
和
ま
せ

る
ゲ
ー
ム
等
）

を
行
っ
た
あ
と
、
高
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

に
移
動
し
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
収
穫

体
験
と
、
ジ
ュ
ー
ス
搾
り
＆
試
飲
。

山
田
牧
場
の
「
セ
ル
バ
ン
白
雲
館
」

に
移
動
し
、
オ
イ
ル
フ
ォ
ン
デ
ュ
ー

参
加
費
（
各
コ
ー
ス
共
通
）

　

男
性　

５
，
０
０
０
円

　

女
性　

３
，
０
０
０
円

参
加
資
格

　

25
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
独
身
の

方
で
、
男
性
は
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

す
る
北
信
７
市
町
村
（
高
山
村
・

中
野
市
・
山
ノ
内
町
・
飯
山
市
・

木
島
平
村
・
野
沢
温
泉
村
・
栄
村
）

に
在
住
の
方
。
女
性
は
特
に
問
い

ま
せ
ん
。

申
込
締
切　

9
月
2
日 

㈪

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ
は
社
協
ま
で
。

　

☎
２
４
２
︱
１
２
２
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
４
２
︱
１
２
２
２

　

Ｅ
メ
ー
ル

shakyo-takayam
a@
stvnet.

hom
e.ne.jp

　

県
が
運
営
し
、
県
内
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
す
る
登
録
制
の
お
相
手
検
索

シ
ス
テ
ム
、「
な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
、
２
か
月
間
無

料
体
験
で
き
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
来

月
９
月
１
日
～
令
和
２
年
１
月
20
日

ま
で
の
日
程
で
始
ま
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
無
料
体
験
し
、
出
会
い
の
機
会
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
高
山
村
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
２
４
２
︱
１
２
２
０

の
デ
ィ
ナ
ー
で
交
流
。
食
事
の
後

は
た
き
火
を
囲
ん
で
星
空
観
察
。

　

２
日
目
は
、
牧
場
で
ス
ラ
ッ
ク

ラ
イ
ン
を
体
験
し
た
後
、
善
光
寺

へ
移
動
。
戒
壇
巡
り
と
宿
坊
で
精

進
料
理
の
昼
食
後
マ
ッ
チ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
終
了
。

開
催
日　

10
月
12
日
㈯
～
13
日
㈰

時
間
（
男
性
）

　
　

12
時
00
分
～
翌
日
17
時
00
分

集
合
場
所　

須
坂
市
役
所
駐
車
場

募
集
定
員　

男
性
20
名

参
加
費　

１
０
，
０
０
０
円

参
加
資
格

　

25
歳
～
39
歳
ま
で
の
独
身
男

性
で
長
野
圏
域
８
市
町
村
に
在

住
の
方

な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

無
料
体
験

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

※
９
月
11
日
㈬
の
午
後
７
時
30
分

か
ら
、
長
野
市
役
所
１
階
の
「
カ

フ
ェ
シ
ュ
シ
ュ
」
で
開
催
さ
れ
る

事
前
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
た
方

が
優
先
さ
れ
ま
す
。

申
込
締
切　

９
月
16
日 

㈪

申
込
方
法

　

長
野
市
結
婚
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
ご
縁
な
が
の
・
コ
コ
カ

ラ
」
内
の
日
本
旅
行
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
申
し
込
み
専
用

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問　

社
協
☎
２
４
２
︱
１
２
２
０

仲良く収穫体験

世
代
間
交
流
事
業

「
七
夕
飾
り
作
り
」
開
催
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９ 月、10 月
日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 日 桝形、三郷 17 火 千本松、新堀、堀之内
2 月 中原、なかひら 18 水 水中、久保
3 火 宮関、荻久保 19 木 赤和、荒井原
4 水 蕨平、天神原、温泉 20 金 牧、福井原
5 木 千本松、新堀、堀之内 21 土 紫、緑ヶ丘
6 金 水中、久保 22 日 二ツ石、松南、黒部
7 土 赤和、荒井原 23 月 駒場、松原
8 日 紫、緑ヶ丘 24 火 桝形、三郷
9 月 二ツ石、松南、黒部 25 水 中原、なかひら
10 火 駒場、松原 26 木 宮関、荻久保
11 水 桝形、三郷 27 金 蕨平、天神原、温泉
12 木 中原、なかひら 28 土 千本松、新堀、堀之内
13 金 牧、福井原 29 日 水中、久保
14 土 宮関、荻久保 30 月 赤和、荒井原
15 日 障がい者の皆さんの利用日
16 月 蕨平、天神原、温泉

日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 火 紫、緑ヶ丘 17 木 中原、なかひら
2 水 休　所　日 18 金 牧、福井原
3 木 二ツ石、松南、黒部 19 土 宮関、荻久保
4 金 牧、福井原 20 日 障がい者の皆さんの利用日
5 土 駒場、松原 21 月 蕨平、天神原、温泉
6 日 桝形、三郷 22 火 千本松、新堀、堀之内
7 月 中原、なかひら 23 水 水中、久保
8 火 宮関、荻久保 24 木 赤和、荒井原
9 水 蕨平、天神原、温泉 25 金 牧、福井原
10 木 千本松、新堀、堀之内 26 土 紫、緑ヶ丘
11 金 水中、久保 27 日 二ツ石、松南、黒部
12 土 赤和、荒井原 28 月 駒場、松原
13 日 紫、緑ヶ丘 29 火 桝形、三郷
14 月 二ツ石、松南、黒部 30 水 中原、なかひら
15 火 駒場、松原 31 木 宮関、荻久保
16 水 桝形、三郷

令和元年９月 令和元年 10月

希
望
の
旅

ふ
れ
あ
い
の
旅

た
の
し
サ
ロ
ン
開
催

　

身
心
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
、「
希
望
の

旅
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
高
山
村
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

実
施
日　

９
月
４
日 

㈬

目
的
地　

群
馬
県
伊
香
保
温
泉

費
用
（
昼
食
代
）  

２
，
０
０
０
円

　

独
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、「
ふ
れ

あ
い
の
旅
」
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
日　

10
月
２
日 

㈬

目
的
地　

新
潟
県
妙
高
温
泉
郷

費
用
（
昼
食
代
）  

２
，
０
０
０
円

　

９
月
14
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
村
内
在
住
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
旅
・
サ
ロ
ン
の
お
申
込
み
、
お

問
い
合
わ
せ
先

　

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
４
２
︱
１
２
２
０

　

６
月
１
日
㈯
、
長
野
運
動
公

園
に
お
い
て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
高
山
村

か
ら
は
７
名
の
選
手
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

Ｂ
型
事
業
所
の
方
が
参
加
し

た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
や
、
安

全
な
や
り
投
げ
の
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク

ス
ロ
ー
、立
ち
幅
跳
び
の
他
に
も
、

１
，
５
０
０
ｍ
走
や
車
い
す
ス
ラ

ロ
ー
ム
な
ど
様
々
な
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
特
に
最
後
に
行
わ

れ
た
「
養
老
の
滝
」（
バ
ケ
ツ
の

水
を
お
椀
で
す
く
っ
て
、
約
10
ｍ

先
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ
移
す
競

技
）
で
は
、
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
見
事
１
位
を
取
る
な
ど
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
、
爽
や
か
な
気

候
の
中
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
本
年
度
の
会
費
は
、
73
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
預
か
り
し
た
会
費
は
、
大
規

模
災
害
の
救
護
活
動
を
始
め
、
血

液
（
献
血
）
事
業
・
医
療
事
業
の

ほ
か
、
国
際
救
援
な
ど
の
活
動
に

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
引
き
続
き
、

活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
新

規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
高
山
村
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
２
４
２
︱
１
２
２
０

　

社
会
福
祉

協
議
会
が
、

組
織
を
上
げ

て
交
通
安
全

活
動
を
積
極

的
に
推
進

し
、
交
通
事

故
防
止
に
顕
著
な
業
績
を
納
め
た

と
し
て
、
県
警
察
本
部
長
及
び
安

全
運
転
管
理
者
協
会
長
名
の
表
彰

状
が
、
安
全
運
転
管
理
者
協
会
の

総
会
で
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
励
み
に
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
今
ま
で
以
上
に
安
全
運

転
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

障がい者スポーツ大会
開催

日
赤
会
費
の
御
礼

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

※
熱
中
症
予
防
の
た
め
９
月
ま
で
無
料
開
放
し
ま
す
。

（
お
風
呂
の
修
理
が
終
わ
り
、
８
月
10
日
か
ら
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
）

パン食い競争

養老の滝

授与された表彰状

競技終了後の競技会場にて

社
協
が

安
全
運
転
で
表
彰

※上記の曜日以外にもご利用いただけますので希望される場合には、社協事務局までご連絡ください。


